願生浄土の自覚道--帰命と願生 by 小野 蓮明
願
生
浄
土
の
自
覚
道
—
帰
命
と
願
生
—
小 
野 
蓮 
明
親
鸞
は
『教
行
信
証
』
「
証
巻
」
の
最
初
に
、
選
択
本
願
の
行
信
に
実
現
す
る
浄
土
真
宗
の
仏
道
の
内
実
を
語
っ
て
、
 
し
か
る
に
煩
悩
成
就
の
凡
夫
、
生
死
罪
濁
の
群
萌
、
往
相
回
向
の
心
行
を
獲
れ
ば
、
即
の
時
に
大
乗
正
定
聚
の
数
に
入
る
な
り
。
正 
定
聚
に
住
す
る
が
ゆ
え
に
、
必
ず
滅
度
に
至
る
。 
(
『真
宗
聖
典
』
二
八
〇
頁) 
と
い
い
、
ま
た
『唯
信
鈔
文
意
』
で
は
、
ひ
と
す
じ
に
、
具
縛
の
凡
愚
、
屠
沽
の
下
類
、
無
碍
光
仏
の
不
可
思
議
の
本
願
、
広
大
智
慧
の
名
号
を
信
楽
す
れ
ば
、
煩
悩
を
具
足 
し
な
が
ら
、
無
上
大
涅
槃
に
い
た
る
な
り
。 
(
『聖
典
』
五
五
二
頁) 
と
述
べ
て
い
る
。
「往
相
回
向
の
心
行
」
す
な
わ
ち
選
択
本
願
の
行
信
の
獲
得
に
お
い
て
、
「煩
悩
成
就
の
凡
夫
、
生
死
罪
濁
の
群
萌
」
な 
る
も
の
が
、
「
即
の
時
に
大
乗
正
定
聚
の
数
に
入
」
り
、
「
正
定
聚
に
住
す
る
が
ゆ
え
に
、
必
ず
滅
度
に
至
る
」
と
い
っ
て
、
本
願
の
行
信 
に
実
現
す
る
浄
土
真
宗
の
仏
道
は
、
基
本
的
に
「
本
願
一
実
の
直
道
、
大
般
涅
槃
無
上
の
大
道
」(
「信
巻
」
・
『聖
典
』
二
三
四
頁)
で
あ
る 
と
い
わ
れ
て
い
る
。
1
親
鸞
が
「
よ
き
ひ
と
」
と
仰
ぎ
つ
づ
け
た
師
・
法
然
の
念
仏
の
教
え
は
、
基
本
的
に
念
仏
往
生
、
往
生
浄
土
の
仏
道
で
あ
っ
た
。
親
鸞 
が
い
ま
自
覚
的
に
目
覚
め
立
っ
た
本
願
の
行
信
の
仏
道
は
、
法
然
の
仏
道
理
解
を
継
承
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
一
層
根
源
化
し
て
「大
般
涅 
槃
無
上
の
大
道
」
と
捉
え
、
願
生
浄
土
の
自
覚
道
と
顕
揚
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
い
ま
、
そ
の
意
義
を
尋
ね
て
見
よ
う
。 
先
ず
最
初
に
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
煩
悩
具
足
の
凡
夫
な
る
も
の
を
「
即
の
時
に
大
乗
正
定
聚
の
数
に
入
」
ら
し
め
、
 
「
正
定
聚
に
住
す
る
が
ゆ
え
に
、
必
ず
滅
度
に
至
る
」
と
い
う
、
「
正
定
聚
の
機
」
を
成
就
す
る
「往
相
回
向
の
心
行
」
と
は
何
か
、
と 
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「往
相
回
向
の
心
行
」
と
は
、
『唯
信
鈔
文
意
』
で
「無
碍
光
仏
の
不
可
思
議
の
本
願
、
広
大
智
慧
の
名
号
を
信
楽
す 
れ
ば
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
願
の
名
号
の
信
楽
、
す
な
わ
ち
如
来
の
大
悲
願
心
に
帰
し
、
如
来
の
本
願
招
喚
の
勅
命
に
覚
醒
さ 
れ
た
一
心
帰
命
の
信
で
あ
る
。
本
願
の
名
号
に
喚
び
醒
ま
さ
れ
た
一
心
帰
命
の
信
に
お
い
て
、
「
即
の
時
に
大
乗
正
定
聚
の
数
に
入
」
り
、
 
「
必
ず
滅
度
に
至
る
」
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
、
煩
悩
成
就
の
凡
夫
を
、
煩
悩
具
足
の
ま
ま
に
無
上
大
涅
槃
に
い
た
ら
し
め
、
 
大
乗
正
定
聚
の
数
に
入
ら
し
め
る
「本
願
の
名
号
」
が
、
真
宗
仏
道
の
真
実
の
法
で
あ
る
こ
と
を
「大
行
」
と
顕
揚
し
、
大
行
に
開
か
れ 
る
根
源
的
覚
醒
を
「大
信
」
と
捉
え
て
、
本
願
の
名
号
に
帰
す
る
一
心
帰
命
の
信
を
、
つ
ね
に
「
選
択
本
願
の
行
信
」
と
了
解
さ
れ
た
の 
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
行
信
の
一
道
こ
そ
が
、
一
切
苦
悩
の
群
生
海
に
開
か
れ
た
無
上
仏
道
で
あ
る
こ
と
を
力
を
込
め
て
語
り
続
け
る 
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
、
生
死
罪
濁
の
群
萌
に
無
上
涅
槃
の
功
徳
を
開
示
す
る
行
信
に
つ
い
て
、
真
実
の
行
願
を
諸
仏
称
名
の
願
に
、
真
実
の
信
願
を 
至
心
信
楽
の
願
に
見
定
め
て
、
こ
の
行
信
を
成
就
す
る
二
つ
の
本
願
を
選
択
本
願
と
了
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
、
真
実
の
行
に
っ 
い
て
「行
巻
」
で
、
大
行
と
は
、
す
な
わ
ち
無
碍
光
如
来
の
名
を
称
す
る
な
り
。
こ
の
行
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
も
ろ
も
ろ
の
善
法
を
摂
し
、
も
ろ
も
ろ
の 
徳
本
を
具
せ
り
。
極
速
円
満
す
、
真
如
一
実
の
功
徳
宝
海
な
り
。
か
る
が
ゆ
え
に
大
行
と
名
づ
く
。
し
か
る
に
こ
の
行
は
、
大
悲
の 
願
よ
り
出
で
た
り
。 
(
『聖
典
』
一
五
七
頁)
2
と
い
い
、
ま
た
「信
巻
」
で
直
ハ
実
の
信
を
語
っ
て
、
大
信
心
は
す
な
わ
ち
こ
れ
、(
中
略)
証
大
涅
槃
の
真
因
、
極
速
円
融
の
白
道
、
真
如
一
実
の
信
海
な
り
。
こ
の
心
す
な
わ
ち
こ
れ 
念
仏
往
生
の
願
よ
り
出
で
た
り
。 
(
『聖
典
』
ニ
ー 
ー
頁) 
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
行
信
理
解
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
真
実
の
行
に
つ
い
て
、
「
こ
の
行
は
、
大
悲
の
願
よ
り
出
で
た
り
」
と
い
い
、
 
ま
た
真
実
の
信
に
つ
い
て
も
、
「
こ
の
心
す
な
わ
ち
こ
れ
念
仏
往
生
の
願
よ
り
出
で
た
り
」
と
い
っ
て
、
行
・
信
と
も
に
選
択
本
願
を
根 
拠
と
な
し
、
選
択
本
願
と
同
一
の
事
柄
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
親
鸞
が
行
信
の
根
拠
を
選
択
本
願
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
き
、
因
願
の
文
の
み
で
な
く
、
そ 
の
成
就
の
文
を
も
つ
ね
に
併
せ
掲
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
親
鸞
は
、
真
宗
仏
道
が
「
誓
願
一
仏
乗
」
と
し
て
、
本
願
を
根
拠
と
し
て
成 
り
立
つ
仏
道
で
あ
る
と
い
う
と
き
、
本
願
の
教
説
以
上
に
本
願
成
就
の
教
説
、
本
願
の
成
就
と
い
う
こ
と
の
も
つ
意
味
に
、
最
も
深
い
関 
心
と
注
意
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
親
鸞
が
本
願
成
就
の
教
説
に
、
自
ら
が
「
よ
き
ひ
と
」
法
然
に
出
遇
っ
て
念
仏
者
と
転
成
し
、
尽 
十
方
無
碍
光
の
世
界
に
甦
っ
て
生
き
る
も
の
と
な
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
仏
者
と
し
て
の
立
脚
地
を
こ
の
本
願
成
就
の
教
説
に
読
み
取
っ
た
か 
ら
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
称
無
碍
光
如
来
名
と
い
う
真
実
の
行
が
諸
仏
称
名
の
願
を
根
拠
と
な
す
と
い
う
こ
と
は
、
称
名
は
、
つ
ね
に
諸 
仏
の
称
名
咨
嗟
を
根
拠
と
な
し
、
そ
れ
に
導
か
れ
て
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
親
鸞
の
信
仰
体
験
は
、
つ
ね 
に
法
然
の
「
た
だ
念
仏
し
て
、
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
い
ら
す
べ
し
」(
『歎
異
抄
』
第
二
条
・
『聖
典
』
六
二
七
頁)
と
い
う
教
言
と
の
値
遇 
を
決
定
的
な
縁
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
法
然
は
、
善
導
の
「散
善
義
」
の
、
 
一
心
に
弥
陀
の
名
号
を
専
念
し
て
、
行
住
座
臥
、
時
節
の
久
近
を
問
わ
ず
、
念
念
に
捨
て
ざ
る
を
ば
、
こ
れ
を
「
正
定
の
業
」
と
名 
づ
く
、
か
の
仏
願
に
順
ず
る
が
ゆ
え
に
。 
(
『聖
典
』
ー
ー
ー
七
頁) 
と
い
う
教
言
に
出
遇
っ
て
、
余
行
を
捨
て
て
念
仏
の
一
行
に
帰
し
て
、
「
た
だ
念
仏
の
み
」
の
信
念
を
獲
得
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
う 
す
る
と
、
3
十
方
恒
沙
の
諸
仏
如
来
、
み
な
共
に
無
量
寿
仏
の
威
神
功
徳
の
不
可
思
議
な
る
こ
と
を
讃
歎
し
た
ま
う
。(
『大
経
』
・
『聖
典
』
四
四
頁) 
と
誓
わ
れ
た
諸
仏
称
名
の
願
成
就
文
の
「
十
方
恒
沙
の
諸
仏
如
来
」
と
は
、
本
願
念
仏
の
教
え
に
帰
し
て
生
き
る
無
数
の
念
仏
者
の
こ
と 
で
あ
る
。
そ
の
無
数
の
念
仏
者
、
無
量
の
諸
仏
が
、
み
な
共
に
阿
弥
陀
如
来
の
威
神
功
徳
の
不
可
思
議
な
る
こ
と
を
讃
嘆
し
、
わ
れ
ら
に
、
 
如
来
の
大
悲
招
喚
に
目
覚
ま
し
め
る
真
実
の
教
言
を
聞
き
、
本
願
の
名
号
に
帰
し
て
生
き
よ
、
と
勧
め
励
ま
す
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は 
そ
の
名
号
に
お
い
て
、
如
来
の
功
徳
を
讃
嘆
す
る
声
を
聞
き
、
そ
れ
に
導
き
育
て
ら
れ
て
、
歓
喜
に
満
ち
た
大
悲
へ
の
深
い
覚
醒
を
賜
る 
の
で
あ
る
。
本
願
成
就
の
文
の
最
初
に
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
、
そ
の
名
号
を
聞
き
て
、
信
心
歓
喜
せ
ん
こ
と
、
乃
至
一
念
せ
ん
。 
(
『大
経
』
・
『聖
典
』
四
四
頁) 
と
教
説
さ
れ
て
い
る
「
そ
の
名
号
を
聞
き
て
」
と
は
、
無
量
の
諸
仏
の
如
来
の
功
徳
を
讃
嘆
す
る
声
で
あ
り
、
そ
の
声
に
育
て
ら
れ
て 
「
信
心
歓
喜
」
の
一
念
が
開
か
れ
る
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
、
自
ら
の
信
仰
体
験
を
踏
ま
え
て
、
本
願
成
就
文
を
独
創
的
に
読
み
取
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
信
巻
」
で
、
 
諸
有
衆
生
、
そ
の
名
号
を
聞
き
て
、
信
心
歓
喜
せ
ん
こ
と
、
乃
至
一
念
せ
ん
。
至
心
に
回
向
せ
し
め
た
ま
え
り
。
か
の
国
に
生
ま
れ 
ん
と
願
ず
れ
ば
、
す
な
わ
ち
往
生
を
得
、
不
退
転
に
住
せ
ん
。
た
だ
五
逆
と
誹
謗
正
法
と
を
ば
除
く
、
と
。
(
『聖
典
』
ニ
ー
ニ
頁) 
と
訓
み
、
さ
ら
に
三
心
一
心
問
答
の
仏
意
釈
の
信
楽
釈
と
欲
生
釈
の
下
で
、
一
つ
の
本
願
成
就
文
を
前
後
に
二
分
さ
れ
て
了
解
さ
れ
て
い 
る
。
本
願
信
心
の
願
成
就
の
文
、
『経
』
に
言
わ
く
、
諸
有
の
衆
生
、
そ
の
名
号
を
聞
き
て
信
心
歓
喜
せ
ん
こ
と
、
乃
至
一
念
せ
ん
ヽ
と
。
(
「信
巻
」
・
『聖
典
』
ニ
ニ
ハ
頁) 
本
願
の
欲
生
心
成
就
の
文
、
『経
』
に
言
わ
く
、
至
心
回
向
し
た
ま
え
り
。
か
の
国
に
生
ま
れ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
す
な
わ
ち
往
生
を 
得
、
不
退
転
に
住
せ
ん
と
。
唯
五
逆
と
誹
謗
正
法
と
を
除
く
、
と
。 
(
「信
巻
」
・
『聖
典
』
一
三
三
一
頁)
4
本
願
成
就
文
の
前
半
を
「
本
願
信
心
の
願
成
就
の
文
」
、
後
半
を
「
本
願
の
欲
生
心
成
就
の
文
」
と
に
分
け
、
「
至
心
回
向
」
を
「
至
心
回 
向
し
た
ま
え
り
」
と
訓
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
願
の
成
就
は
本
願
力
の
回
向
成
就
で
あ
り
、
如
来
の
願
心
の
回
向
成
就
で
あ
っ
て
、
そ
れ 
は
わ
れ
ら
衆
生
一
人
ひ
と
り
に
お
け
る
信
心
の
成
就
の
他
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
わ
れ
ら 
衆
生
に
お
け
る
信
心
の
成
就
は
、
如
来
の
欲
生
心
の
回
向
成
就
で
あ
る
こ
と
を
尋
ね
当
て
た
画
期
的
な
る
了
解
で
あ
る
。
「十
方
の
衆
生
」 
を
「
心
を
至
し
信
楽
し
て
我
が
国
に
生
ま
れ
」
し
め
ん
と
招
喚
し
、
「
も
し
生
ま
れ
ざ
れ
ば
正
覚
を
取
ら
じ
」
と
誓
う
本
願
の
成
就
は
、
 
そ
の
本
願
招
喚
の
声
に
覚
醒
し
て
、
如
来
の
願
心
に
帰
し
て
生
き
る
帰
命
の
信
の
成
就
の
他
で
は
な
い
。
信
仰
的
自
覚
を
開
く
名
号
の
み 
で
な
く
、
名
号
に
開
か
れ
る
信
心
も
、
「如
来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
」
で
あ
る
こ
と
を
、
親
鸞
は
、
い
ま
明
瞭
に
聞
き
当
て
尋
ね
当 
て
ら
れ
た
の
が
、
成
就
文
の
独
創
的
な
訓
み
方
の
意
趣
で
あ
る
。
し
か
れ
ば
、
も
し
は
行
・
も
し
は
信
、
一
事
と
し
て
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
し
た
ま
う
と
こ
ろ
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
あ 
る
こ
と
な
し
。
因
な
く
し
て
他
の
因
の
あ
る
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
と
。
知
る
べ
し
。 
(
「信
巻
」
・
『聖
典
』
ニ
ー
三
一
頁) 
信
仰
的
自
覚
に
お
け
る
根
本
契
機
で
あ
る
名
号
の
み
で
な
く
、
名
号
に
開
か
れ
る
信
心
も
、
如
来
の
願
心
の
回
向
成
就
で
あ
る
と
い
う
こ 
と
を
、
親
鸞
は
本
願
成
就
の
教
説
に
感
得
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
如
来
の
願
心
を
、
い
ま
現
に
発
起
し
て
い
る
自
ら
の
信
心
と
し
て
体
験
さ 
れ
た
の
で
あ
る
。
如
来
の
願
心
と
衆
生
の
信
心
と
は
、
確
か
に
二
つ
の
事
柄
で
あ
る
が
、
し
か
し
信
心
と
願
心
は
体
は
一
で
あ
り
、
回
向
成
就
と
し
て
ー 
如
で
あ
る
こ
と
を
、
親
鸞
は
、
本
願
成
就
の
教
説
に
自
覚
的
に
感
得
し
、
自
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
親
鸞
の
信
心
理
解
で
最
も
注 
意
す
べ
き
一
点
で
あ
る
。
「
信
巻
」
に
展
開
さ
れ
る
三
心
一
心
問
答
、
す
な
わ
ち
世
親
自
督
の
一
心
帰
命
の
信
と
本
願
に
誓
わ
れ
る
「
至 
心
・
信
楽
・
欲
生
」
の
三
心
と
は
、
信
仰
的
自
覚
の
事
実
と
根
拠
と
し
て
即
ー
如
で
あ
る
と
い
う
深
義
の
推
究
と
解
明
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
5
二
帰
命
の
信
と
如
来
の
願
心
と
は
回
向
成
就
と
し
て
体
は
一
で
あ
る
と
い
う
推
究
は
、
す
で
に
「行
巻
」
の
名
号
釈
に
お
い
て
、
 
「帰
命
」
は
本
願
招
喚
の
勅
命
な
り
。 
(
『聖
典
』
一
七
七
頁) 
と
言
い
当
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
帰
命
の
信
と
は
、
衆
生
が
如
来
に
帰
依
信
順
す
る
心
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
如
来
の
「
本
願 
招
喚
の
勅
命
」
そ
の
も
の
で
あ
る
ヽ
と
。
如
来
が
わ
れ
ら
衆
生
の
煩
悩
自
執
心
を
打
ち
砕
き
打
ち
破
っ
て
、
わ
れ
ら
に
名
告
り
出
る
、
如 
来
そ
の
も
の
の
現
前
現
成
で
あ
る
ヽ
と
。
如
来
自
身
の
衆
生
に
お
け
る
顕
現
、
そ
れ
が
帰
命
の
信
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
帰
命
の
信 
の
表
白
を
、
浄
土
教
の
歴
史
に
見
る
と
き
、
世
親
の
『願
生
偈
』
の
表
白
に
看
取
で
き
る
。
世
親
は
、
世
尊
の
根
本
教
説
で
あ
る
『無
量 
寿
経
』
の
教
説
と
の
値
遇
に
獲
得
さ
れ
た
帰
命
の
信
を
告
白
さ
れ
て
、
世
尊
、
我
一
心
に
、
尽
十
方
無
碍
光
如
来
に
帰
命
し
て
、
安
楽
国
に
生
ま
れ
ん
と
願
ず
。 
(
『聖
典
』
一
三
五
頁) 
と
述
べ
て
い
る
。
い
ま
、
こ
の
「
尽
十
方
無
碍
光
如
来
に
帰
命
す
」
と
い
う
信
の
表
白
は
、
実
は
「
尽
十
方
無
碍
光
如
来
に
帰
命
せ
よ
」
と
招
喚
し
っ
づ 
け
て
い
る
如
来
の
願
心
の
現
前
で
あ
り
、
名
号
の
顕
現
を
内
実
と
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
如
来
に
帰
命
す
と
い
う
一
心
帰
命 
の
信
と
は
、
生
死
流
転
の
無
明
の
闇
を
根
底
か
ら
摧
破
し
て
、
尽
十
方
無
碍
光
の
世
界
に
わ
れ
を
喚
び
帰
さ
ん
と
招
喚
し
つ
づ
け
る
如
来 
の
名
告
り
を
、
い
ま
深
々
と
自
証
し
た
と
い
う
自
覚
体
験
で
あ
る
。
帰
命
の
信
と
は
、
無
明
の
闇
を
破
っ
て
名
告
り
出
る
如
来
の
名
号
の 
顕
現
、
す
な
わ
ち
本
願
招
喚
の
勅
命
そ
の
も
の
の
現
前
現
成
な
の
で
あ
る
。
本
願
の
信
と
は
、
端
的
に
は
本
願
の
名
号
の
顕
現
以
外
の
何 
も
の
で
も
な
い
。
こ
の
驚
く
べ
き
確
か
な
感
得
と
自
証
を
得
た
と
き
、
親
鸞
は
、
大
き
な
感
動
と
感
銘
を
も
っ
て
、
本
願
成
就
文
を
独
創 
的
に
訓
み
、
「
至
心
回
向
」
の
願
言
を
「
至
心
に
回
向
せ
し
め
た
ま
え
り
」
と
訓
む
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
親
鸞
の
本
願
成
就
文
の 
理
解
に
は
、
こ
の
よ
う
な
驚
く
べ
き
信
仰
体
験
と
自
証
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
如
来
の
願
心
が
、
い
ま
厳
然
と
こ
の
身
に
顕
現
6
し
現
成
す
る
事
実
、
そ
の
如
来
な
る
も
の
の
圧
倒
的
な
は
た
ら
き
の
体
験
と
自
証
を
「
至
心
回
向
」
の
教
言
に
、
親
鸞
は
、
い
ま
は
つ
き 
り
と
訓
み
取
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
『
一
念
多
念
文
意
』
に
お
け
る
本
願
成
就
文
の
了
解
、
就
中
「
至
心
回
向
」
の
理
解
は
、
そ
の
こ
と
を 
見
事
に
伝
え
て
い
る
。
「
至
心
回
向
」
と
い
う
は
、
「
至
心
」
は
、
真
実
と
い
う
こ
と
ば
な
り
。
真
実
は
阿
弥
陀
如
来
の
御
こ
こ
ろ
な
り
。
「
回
向
」
は
、
本 
願
の
名
号
を
も
っ
て
十
方
の
衆
生
に
あ
た
え
た
ま
う
御
の
り
な
り
。 
(
『聖
典
』
五
三
五
頁) 
回
向
と
は
、
本
願
の
名
号
が
わ
れ
ら
衆
生
に
施
与
さ
れ
て
い
る
こ
の
事
実
、
如
来
が
名
号
と
し
て
如
来
自
身
を
失
わ
ず
し
て
、
わ
れ
ら
衆 
生
の
行
信
と
な
る
こ
の
事
実
、
こ
れ
が
回
向
の
具
体
的
事
実
な
の
で
あ
る
。
如
来
は
名
を
も
っ
て
回
向
す
る
、
否
、
名
と
し
て
回
向
す
る 
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
願
の
仏
道
に
お
い
て
は
、
名
は
単
な
る
名
で
は
な
い
。
如
来
の
行
で
あ
り
、
本
願
の
行
で
あ
る
。
本
願
の 
行
と
し
て
の
仏
の
名
は
、
如
来
自
身
を
失
わ
ず
に
衆
生
の
行
信
に
な
る
の
で
あ
る
。
衆
生
の
行
信
と
な
る
と
は
、
名
号
の
顕
現
と
し
て
の 
信
が
発
起
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
願
の
名
号
が
衆
生
の
行
信
と
し
て
顕
現
し
、
現
成
す
る
の
で
あ
る
。
親
鸞
が
称
名
念
仏
を
本
願 
の
名
号
に
帰
し
て
、
如
来
の
無
碍
な
る
願
心
の
現
動
す
る
「大
行
」
と
了
解
さ
れ
た
所
以
も
、
こ
こ
に
あ
る
。
無
碍
な
る
如
来
の
願
心
が
、
 
い
ま
「念
仏
も
う
さ
ん
と
お
も
い
た
っ
こ
こ
ろ
」
と
い
う
わ
れ
ら
の
信
心
と
し
て
名
告
り
出
、
現
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
信
心
と
は
、
こ
の
よ
う
に
基
本
的
に
本
願
の
名
号
に
開
か
れ
る
「
本
願
の
行
信
」
で
あ
り
、
名
号
そ
の
も
の
の
顕
現
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
 
信
心
に
自
証
さ
れ
る
も
の
は
、
如
来
の
願
心
と
願
心
の
世
界
、
す
な
わ
ち
如
来
自
証
の
浄
土
の
功
徳
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
至
極
当
然 
の
こ
と
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
信
心
と
は
、
つ
ね
に
如
来
の
願
心
と
浄
土
の
功
徳
を
自
証
し
て
い
る
体
験
で
あ
り
、
自
覚
で
あ
る 
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
自
覚
的
体
験
を
、
親
鸞
は
「
回
向
成
就
」
と
い
う
独
創
的
な
表
現
で
言
い
表
し
た
の
で
あ
る
。 
信
心
と
は
如
来
の
願
心
の
回
向
成
就
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
願
心
の
回
向
成
就
と
し
て
の
信
心
に
は
、
十
方
の
衆
生
を
我
が
国
に
生
ら
し 
め
て
、
仏
自
ら
正
覚
を
取
ら
ん
と
誓
い
つ
づ
け
る
法
蔵
菩
薩
の
願
心
を
、
つ
ね
に
深
々
と
自
証
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
摂
取
不
捨
の
願 
心
の
は
た
ら
き
に
与
か
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
事
実
を
親
鸞
は
、
本
願
成
就
文
の
「
即
得
往
生
」
の
教
言
を
解
し
て
、
次
の
よ
7
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
即
得
往
生
」
と
い
う
は
、
「
即
」
は
、
す
な
わ
ち
と
い
う
、
と
き
を
へ
ず
、
日
を
も
へ
だ
て
ぬ
な
り
。
ま
た
即
は
、
つ
く
と
い
、つ
。 
そ
の
く
ら
い
に
さ
だ
ま
り
つ
く
と
い
う
こ
と
ば
な
り
。
「得
」
は
、
、つ
べ
き
こ
と
を
え
た
り
と
い
う
。
真
実
信
心
を
う
れ
ば
、
す
な 
わ
ち
、
無
碍
光
仏
の
御
こ
こ
ろ
の
う
ち
に
摂
取
し
て
、
す
て
た
ま
わ
ざ
る
な
り
。
「摂
」
は
、
お
さ
め
た
ま
う
、
「
取
」
は
、
む
か
え 
と
る
と
、
も
う
す
な
り
。
お
さ
め
と
り
た
ま
う
と
き
、
す
な
わ
ち
、
と
き
・
日
を
も
へ
だ
て
ず
、
正
定
聚
の
く
ら
い
に
つ
き
さ
だ
ま 
る
を
、
往
生
を
う
と
は
の
た
ま
え
る
な
り
。 
(
『
一
念
多
念
文
意
』
・
『聖
典
』
五
三
五
頁) 
親
鸞
の
本
願
成
就
文
の
領
解
に
よ
れ
ば
、
本
願
の
成
就
と
は
、
本
願
の
名
号
を
聞
き
、
聞
名
に
獲
得
さ
れ
る
歓
喜
の
信
心
の
成
就
よ
り 
他
に
な
い
が
、
信
心
が
何
故
に
歓
喜
で
あ
る
の
か
と
い
え
ば
、
名
号
の
信
に
「無
碍
光
仏
の
御
こ
こ
ろ
の
う
ち
に
摂
取
し
て
、
す
て
た
ま 
わ
ざ
る
」
自
己
を
見
出
し
、
「
と
き
・
日
を
も
へ
だ
て
ず
、
正
定
聚
の
く
ら
い
に
つ
き
さ
だ
ま
る
」
、
す
な
わ
ち
「往
生
を
う
」
る
か
ら
で 
あ
る
。
「得
往
生
」
と
は
、
本
願
の
行
信
の
獲
得
に
お
い
て
、
わ
れ
ら
の
無
明
の
生
は
突
き
破
ら
れ
て
、
尽
十
方
無
碍
光
の
世
界
に
転
成 
さ
れ
て
、
真
如
一
実
の
功
徳
の
施
与
さ
れ
た
生
を
生
き
る
も
の
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
転
成
さ
れ
た
生
、
無
上
涅
槃
に
開
か 
れ
た
生
を
、
親
鸞
は
、
龍
樹
の
「
即
時
入
必
定
」
と
か
、
曇
鸞
の
「
入
大
乗
正
定
之
聚
」
の
教
説
に
導
か
れ
て
、
「
現
生
正
定
聚
」
と
解 
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
、
本
願
の
行
信
に
実
現
す
る
生
を
、
現
生
に
正
定
聚
に
住
す
る
生
と
了
解
し
、
そ
れ
は
「
正
定
聚
に
住
す
る 
が
ゆ
え
に
、
必
ず
滅
度
に
至
る
」
と
言
い
切
っ
て
、
「
大
般
涅
槃
無
上
の
大
道
」
に
立
つ
生
で
あ
る
こ
と
を
、
深
い
確
信
を
も
っ
て
語
り 
続
け
る
の
で
あ
る
。
「
正
定
聚
に
住
す
る
が
ゆ
え
に
、
必
ず
滅
度
に
至
る
」
生
を
、
親
鸞
は
「
即
得
往
生
」
の
内
実
で
あ
る
と
解
さ
れ
た 
の
で
あ
る
。
本
願
の
信
の
根
源
と
し
て
の
本
願
の
名
号
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
、
親
鸞
は
「行
巻
」
の
標
挙
の
文
に
お
い
て
、
「浄
土
真
実
の
行
」 
と
掲
げ
ら
れ
た
。
「
浄
土
真
実
の
行
」
と
は
、
浄
土
真
実
の
功
徳
を
わ
れ
ら
衆
生
に
開
示
し
、
回
施
す
る
行
と
い
う
意
味
で
は
あ
る
ま
い 
か
。
念
仏
を
往
生
浄
土
の
行
と
解
す
る
浄
土
教
の
伝
統
を
承
け
つ
つ
、
親
鸞
は
、
念
仏
の
意
義
を
一
層
根
源
化
し
て
「
本
願
の
名
号
」
と
8
捉
え
、
そ
の
行
の
意
義
を
「
浄
土
真
実
の
行
」
と
了
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「真
仏
土
巻
」
の
最
初
に
、
 
謹
ん
で
真
仏
土
を
案
ず
れ
ば
、
仏
は
す
な
わ
ち
こ
れ
不
可
思
議
光
如
来
な
り
、
土
は
ま
た
こ
れ
無
量
光
明
土
な
り
。
し
か
れ
ば
す
な 
わ
ち
大
悲
の
誓
願
に
酬
報
す
る
が
ゆ
え
に
、
真
の
報
仏
土
と
日
う
な
り
。 
(
『聖
典
』
三
〇
〇
頁) 
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
浄
土
と
は
「大
悲
の
誓
願
に
酬
報
す
る
」
報
仏
報
土
で
あ
り
、
本
願
成
就
の
世
界
で
あ
る
。
そ
の
本
願
成 
就
の
世
界
で
あ
る
「無
量
光
明
土
」
と
し
て
の
浄
土
を
、
わ
れ
ら
衆
生
に
開
き
示
す
行
と
い
う
積
極
的
で
創
造
的
な
意
味
を
託
し
て
「
浄 
土
真
実
の
行
」
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
全
く
光
明
の
世
界
を
見
失
っ
て
無
明
海
に
沈
淪
す
る
わ
れ
ら
衆
生
に
、
無
量
光
明
土
と
し
て 
の
真
実
功
徳
の
は
た
ら
く
世
界
を
開
示
す
る
法
、
す
な
わ
ち
本
願
の
名
号
の
も
つ
積
極
的
で
創
造
的
な
意
味
を
、
親
鸞
は
「
浄
土
真
実
の 
行
」
と
言
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
三
本
願
の
行
信
の
獲
得
に
お
い
て
、
何
を
得
て
、
何
を
生
き
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
親
鸞
は
、
真 
実
の
行
(
大
行)
に
つ
い
て
「
極
速
円
満
す
、
真
如
一
実
の
功
徳
宝
海
な
り
」(
「行
巻
『聖
典
』
一
五
七
頁)
「
円
融
真
妙
の
正
法
、
至 
極
無
碍
の
大
行
」(
「行
巻
」
聖
典
』
一
九
三
頁)
と
い
い
、
ま
た
真
実
の
信(
大
信)
に
つ
い
て
は
、
「
証
大
涅
槃
の
真
因
、
極
速
円
融 
の
白
道
、
真
如
一
実
の
信
海
な
り
」(
「信
巻
」
・
『聖
典
』
ニ
ー 
ー
頁)
と
解
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
行
・
信
の
み
で
な
く
、
真
実
の
教
に
っ 
い
て
も
「
一
乗
究
竟
の
極
説
、
速
疾
円
融
の
金
言
」(
「教
巻
」
・
『聖
典
』
一
五
四
—
五
頁)
と
い
い
、
真
実
の
証
に
つ
い
て
も
「
利
他
円
満 
の
妙
位
、
無
上
涅
槃
の
極
果
な
り
」(
「証
巻
」
聖
典
』
二
八
〇
頁)
と
い
っ
て
、
往
相
回
向
の
四
法
に
成
立
す
る
往
生
の
生
の
内
実
を
、
 
親
鸞
は
基
本
的
に
「大
般
涅
槃
無
上
の
大
道
」
に
立
つ
生
で
あ
る
と
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
「大
涅
槃
を
証
す
る
こ
と
は
、
願
力 
の
回
向
に
籍
り
て
な
り
」(
「証
巻
」
聖
典
』
二
九
ハ
頁)
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
証
大
涅
槃
と
し
て
の
往
生
は
、
如
来
の
二
種
の
回
向
に 
成
立
し
実
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
9
『正
像
末
和
讃
』
に
、
 
無
始
流
転
の
苦
を
す
て
て 
無
上
涅
槃
を
期
す
る
こ
と
如
来
二
種
の
回
向
の 
恩
徳
ま
こ
と
に
謝
し
が
た
し 
(
『聖
典
』
五
〇
四
頁) 
と
詠
わ
れ
、
ま
た
『浄
土
三
経
往
生
文
類
』
で
、
如
来
の
二
種
の
回
向
に
よ
り
て
、
真
実
の
信
楽
を
う
る
人
は
、
か
な
ら
ず
正
定
聚
の
く
ら
い
に
住
す
る
が
ゆ
え
に
、
他
力
と
も
う
す 
な
り
。 
(
『聖
典
』
四
七
ー
頁) 
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
真
実
信
心
の
獲
得
は
、
ひ
と
え
に
如
来
の
二
種
の
回
向
の
は
た
ら
き
に
縁
る
。
曇
鸞
の
『浄
土
論
註
』
で 
「
回
向
に
二
種
の
相
あ
り
」
と
い
わ
れ
た
の
を
、
親
鸞
は
「
二
種
の
回
向
あ
り
」
と
い
っ
て
、
は
っ
き
り
と
「
二
種
の
回
向
」
と
い
わ
れ 
た
の
は
、
流
転
す
る
衆
生
を
本
願
の
行
信
に
よ
っ
て
現
生
に
正
定
聚
に
住
せ
し
め
、
必
至
滅
度
の
無
上
涅
槃
道
に
立
た
し
め
る
如
来
の
往 
相
回
向
は
、
「如
よ
り
来
生
し
て
、
報
・
応
・
化
種
種
の
身
を
示
し
現
わ
し
た
ま
う
」(
「証
巻
」
聖
典
』
二
八
〇
頁)
応
化
の
如
来
、
す 
な
わ
ち
如
来
の
還
相
回
向
を
根
拠
と
し
て
初
め
て
成
就
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
明
瞭
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
往
相
の
回
向 
と
還
相
の
回
向
は
、
相
対
的
に
並
べ
ら
れ
て
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
往
相
回
向
は
如
来
の
還
相
回
向
を
根
拠
と
し
て
真
に
成
就
す
る
も
の 
で
あ
る
、
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
親
鸞
は
、
如
来
の
二
種
の
回
向
に
成
立
す
る
仏
道
を
「浄
土
真
宗
」
と
顕
揚
し
、
往
相
回
向
の
四
法
に
開
か
れ
る
生
を
「
即
得
往
生 
住
不
退
転
」
と
解
し
、
そ
の
往
生
の
生
の
内
実
を
、
現
生
正
定
聚
・
必
至
滅
度
・
証
大
涅
槃
と
了
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
い
ま
注
意
す
べ 
き
は
、
「
証
巻
」
で
、
正
定
聚
に
住
す
る
が
ゆ
え
に
、
必
ず
滅
度
に
至
る
。 
(
傍
点
筆
者
・
『聖
典
』
二
八
〇
頁) 
と
い
わ
れ
、
ま
た
『浄
土
三
経
往
生
文
類
』
で
は
、
現
生
に
正
定
聚
の
く
ら
い
に
住
し
て
、
か
な
ら
ず
真
実
報
土
に
い
た
る
。 
(
傍
点
筆
者
・
『聖
典
』
四
六
ハ
頁)
10
と
い
わ
れ
て
い
る
「必
ず
…
…
至
る
」
の
意
味
で
あ
る
。
「
必
至
」
の
道
理
を
厳
密
に
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
そ
れ 
は
現
生
に
正
定
聚
に
住
し
、
命
終
の
の
ち
真
実
報
土
に
往
生
す
る
の
で
あ
る
、
と
解
さ
れ
易
い
か
ら
で
あ
る
。
も
し
そ
の
よ
う
に
解
す
る 
な
ら
ば
、
親
鸞
の
意
図
す
る
意
趣
か
ら
遠
く
離
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ま
た
、
も
し
煩
悩
具
足
の
凡
夫
の
身
が
直
ち
に
無
上
涅 
槃
を
証
し
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
も
親
鸞
の
意
趣
か
ら
大
き
く
離
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
「
必
至
」
の
言
は
、
単
純
な
未
来 
を
意
味
す
る
言
葉
で
は
な
く
、
ま
た
単
純
な
即
時
を
意
味
す
る
言
葉
で
も
な
い
。
『浄
土
三
経
往
生
文
類
』
で
「念
仏
往
生
の
願
因
に
よ 
り
て
、
必
至
滅
度
の
願
果
を
う
る
な
り
」(
『聖
典
』
四
六
ハ
頁)
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
正
定
聚
と
滅
度
は
願
因
と
願
果
の
関
係
で
あ 
っ
て
、
「必
至
」
の
言
に
内
含
さ
れ
て
い
る
必
然
の
道
理
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
願
因
・
願
果
と
い
う
の
は
、
因
も
果
も 
本
願
海
等
流
の
因
果
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
因
果
は
同
質
で
あ
り
、
一
に
し
て
不
可
分
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。 
し
か
し
ま
た
、
因
と
果
と
し
て
解
さ
れ
て
い
る
限
り
、
因
は
因
で
あ
り
、
果
は
果
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
も
失
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の 
よ
う
な
因
と
果
、
正
定
聚
と
滅
度
の
内
的
必
然
関
係
を
表
す
言
葉
が
「
必
至
」
の
言
で
あ
る
。
親
鸞
は
、
『尊
号
真
像
銘
文
』
で
『大
無
量
寿
経
』
の
「
必
得
超
絶
去 
往
生
安
養
国
」
の
「
必
」
の
言
の
意
味
を
尋
ね
て
、
 
必
は
か
な
ら
ず
と
い
う
。
か
な
ら
ず
と
い
う
は
さ
だ
ま
り
ぬ
と
い
う
こ
こ
ろ
な
り
。
ま
た
自
然
と
い
う
こ
こ
ろ
な
り
。
(
傍
点
筆
者
，
『聖
典
』
五
一
四
頁) 
と
い
い
、
ま
た
同
じ
く
『大
経
』
の
「其
仏
本
願
力 
聞
名
欲
往
生 
皆
悉
到
彼
国 
自
致
不
退
転
」
の
「自
致
不
退
転
」
の
教
言
を
釈 
し
て
、
「自
致
不
退
転
」
と
い
う
は
、
自
は
、
お
の
ず
か
ら
と
い
う
。
お
の
ず
か
ら
と
い
う
は
、
衆
生
の
は
か
ら
い
に
あ
ら
ず
、
し
か
ら
し 
め
て
不
退
の
く
ら
い
に
い
た
ら
し
む
と
な
り
。
自
然
と
い
う
こ
と
ば
な
り
。
致
と
い
う
は
、
い
た
る
と
い
う
、
む
ね
と
す
と
い
う
。 
如
来
の
本
願
の
み
な
を
信
ず
る
人
は
、
自
然
に
不
退
の
く
ら
い
に
い
た
ら
し
む
る
を
む
ね
と
す
べ
し
と
お
も
え
と
な
り
。
不
退
と
い 
う
は
、
仏
に
か
な
ら
ず
な
る
べ
き
み
と
さ
だ
ま
る
く
ら
い
な
り
。
こ
れ
す
な
わ
ち
正
定
聚
の
く
ら
い
に
い
た
る
を
む
ね
と
す
べ
し
と
、
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と
き
た
ま
え
る
御
の
り
な
り
。 
(
傍
点
筆
者
・
『聖
典
』
五
一
三
頁) 
と
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「必
」
は
、
如
来
の
本
願
力
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
「
至
滅
度
」
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
っ
て
、
本
願
の
行 
信
を
獲
た
人
の
身
に
自
然
に
自
証
さ
れ
る
如
来
の
功
徳
で
あ
る
。
「
必
至
」
の
言
は
、
時
間
的
表
象
と
し
て
は
た
し
か
に
未
来
を
意
味
し
、
必
ず
至
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
、つ
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
願
力 
自
然
を
表
す
「
必
至
」
は
、
必
ず
至
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
単
純
な
未
来
で
は
な
く
て
、
必
ず
至
る
も
の
と
し
て
す
で
に
さ
だ
ま
っ
て
い
る' 
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
親
鸞
は
、
「
必
」
の
意
を
尋
ね
て
、
「
か
な
ら
ず
と
い
う
は
さ
だ
ま
り
ぬ
と
い
う
こ
こ
ろ
な
り
。
ま
た
自 
然
と
い
う
こ
こ
ろ
な
り
」
と
解
し
、
そ
の
と
き
の
「自
然
」
の
「自
」
に
つ
い
て
、
「
衆
生
の
は
か
ら
い
に
あ
ら
ず
、
し
か
ら
し
め
て
不 
退
の
く
ら
い
に
い
た
ら
し
む
と
な
り
」
と
い
っ
て
、
願
力
自
然
を
表
す
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
願
力
自
然
を
表
す
「
必
」
で
あ
る
か
ら
、
 
「
必
」
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
「
至
滅
度
」
は
、
す
で
に
念
仏
往
生
の
願
因
に
お
い
て
内
感
さ
れ
る
願
果
な
の
で
あ
る
。
「
正
定
聚
に
住
す 
る
が
ゆ
え
に
、
必
ず
滅
度
に
至
る
」
と
い
わ
れ
た
「必
」
は
、
住
正
定
聚
と
必
至
滅
度
の
「住
」
と
「
至
」
の
現
在
と
未
来
の
分
際
を
明 
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
分
際
の
ま
ま
が
連
続
し
て
い
る
と
い
う
内
的
必
然
関
係
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
現
在
が
未
来
に
連
続
し
、
未
来 
は
現
在
に
始
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「往
相
回
向
の
心
行
を
獲
れ
ば
」
、
す
な
わ
ち
選
択
本
願
の
行
信
に
お
い
て
、
信
心
の
行
人
は
「
即
の
時
に
大
乗
正
定
聚
の
数
に
入
り
、
 
正
定
聚
に
住
す
る
が
ゆ
え
に
、
必
ず
滅
度
に
至
る
」
と
、
親
鸞
は
力
強
く
断
言
す
る
の
で
あ
る
。
大
乗
正
定
聚
の
数
に
入
り
、
必
ず
滅
度 
涅
槃
に
至
る
生
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ
れ
を
親
鸞
は
、
大
経
往
生
・
難
思
議
往
生
と
解
し
た
の
で
あ
る
。
『大
無
量
寿
経
』
の
本
願
と 
本
願
成
就
の
教
説
に
開
か
れ
る
往
生
は
、
滅
度
涅
槃
に
究
竟
す
る
生
の
施
与
を
、
そ
の
内
実
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
滅
度
は
、
言
う
ま
で 
も
な
く
無
生
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
生
に
即
し
て
「無
生
の
生
」
が
施
与
さ
れ
る
こ
と
が
難
思
議
往
生
で
あ
る
。
無
生
の
生
が
本 
願
の
行
信
の
利
益
と
し
て
わ
れ
ら
に
開
か
れ
与
え
ら
れ
る
、
そ
れ
が
大
経
往
生
・
難
思
議
往
生
の
最
も
大
き
な
特
質
で
あ
る
。
し
か
も
そ 
れ
は
、
偏
に
本
願
の
不
思
議
、
本
願
の
不
可
思
議
カ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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正
定
聚
は
、
元
は
阿
弥
陀
の
浄
土
で
得
る
利
益
で
あ
っ
た
。
第
十
一
願
成
就
文
を
一
般
に
は
、
 
そ
れ
衆
生
あ
り
て
か
の
国
に
生
ず
れ
ば
、
み
な
こ
と
ご
と
く
正
定
の
聚
に
住
す
。
所
以
は
何
ん
。
か
の
仏
国
の
中
に
は
、
も
ろ
も
ろ 
の
邪
聚
お
よ
び
不
定
聚
な
け
れ
ば
な
り
。 
(
『大
経
』
傍
点
筆
者
・
『聖
典
』
四
四
頁) 
と
読
ま
れ
て
、
正
定
聚
は
浄
土
の
功
徳
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
曇
鸞
は
『浄
土
論
註
』
の
初
め
に
、
龍
樹
の
易
行
道
の
教
説
を
承 
け
て
、易
行
道
は
、
い
わ
く
た
だ
信
仏
の
因
縁
を
も
っ
て
浄
土
に
生
ま
れ
ん
と
願
ず
。
仏
願
力
に
乗
じ
て
す
な
わ
ち
か
の
清
浄
の
土
に
往
生 
を
得
。
仏
力
住
持
し
て
す
な
わ
ち
大
乗
正
定
の
聚
に
入
る
、
正
定
は
す
な
わ
ち
こ
れ
阿
毘
跋
致
な
り
。
(
『真
聖
全
』
一
一
七
九
頁) 
と
い
っ
て
、
正
定
聚
を
浄
土
の
功
徳
と
し
て
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
親
鸞
は
、
本
願
の
行
信
の
現
在
に
、
現
生
に
正
定
聚
に
住
す
る
と
、
深
い
確
信
を
も
っ
て
力
を
込
め
て
語
り
続
け
る
の
で
あ
る
。 
第
十
一
願
成
就
文
の
「
生
彼
国
者
」
を
「
か
の
国
に
生
ず
れ
ば
」
と
読
む
一
般
的
な
訓
み
方
に
対
し
て
、
親
鸞
は
『
一
念
多
念
文
意
』
で
、
 
そ
れ
衆
生
あ
っ
て
、
か
の
く
に
に
う
ま
れ
ん
と
す
る
も
の
は
、
み
な
こ
と
ご
と
く
正
定
の
聚
に
住
す
。
ゆ
え
は
い
か
ん
と
な
れ
ば
、
 
か
の
仏
国
の
う
ち
に
は
、
も
ろ
も
ろ
の
邪
聚
お
よ
び
不
定
聚
は
、
な
け
れ
ば
な
り
。 
(
傍
点
筆
者
，
『聖
典
』
五
三
六
頁) 
と
訓
ん
で
、
き
わ
め
て
積
極
的
に
第
十
一
願
成
就
文
の
意
味
を
訓
み
取
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
「
か
の
国
に
生
ず
れ
ば
」
と
訓
め
ば
、
「
者
」 
は
添
え
字
で
虚
字
で
あ
る
。
し
か
し
親
鸞
の
よ
う
に
、
「
か
の
く
に
に
う
ま
れ
ん
と
す
る
も
の
は
」
と
訓
め
ば
、
「
者
」
が
実
字
と
な
っ
て
、
 
「
生
ま
れ
ん
と
欲
す
る
者
は
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
つ
ま
り
願
生
者
と
な
る
。
親
鸞
は
、
「
浄
土
に
生
ま
れ
た
人
」
で
は
な
く
、
「
生
ま 
れ
ん
と
欲
す
る
者
は
」
と
訓
み
取
っ
て
、
「者
」
を
本
願
の
信
に
目
覚
め
立
っ
た
者
、
す
な
わ
ち
本
願
の
信
を
獲
た
機
の
成
就
を
示
す
も 
の
と
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
第
十
一
願
の
願
文
だ
け
を
見
て
い
る
と
、
住
正
定
聚
の
願
と
い
う
べ
き
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
託
し
か
し
親
鸞
は
、
こ
の
願
を
そ
の
よ
う
に
捉
え
な
い
で
、
「
必
至
滅
度
の
願
・
証
大
涅
槃
の
願
」
と
了
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
趣 
を
明
瞭
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
十
一
願
は
、
住
正
定
聚
を
誓
う
の
が
主
で
あ
っ
て
、
兼
ね
て
必
至
滅
度
を
誓
う
も
の
で
あ
る
と
解 
さ
れ
易
い
。
と
こ
ろ
が
親
鸞
は
、
こ
の
願
の
主
意
は
、
わ
れ
ら
衆
生
を
滅
度
に
至
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
滅
度
涅
槃
に
至
る
機
を
正 
定
聚
の
機
で
あ
る
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
住
正
定
聚
の
機
は
、
第
十
一
願
で
あ
る
よ
り
も
、
第
十
八
願
成
就
の
教
説
に
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
至
心
信
楽
の
願
の
成
就
、
す
な
わ 
ち
「
至
心
信
楽
欲
生
我
国
」
の
本
願
招
喚
の
勅
命
に
喚
び
醒
ま
さ
れ
る
こ
と
に
お
い
て
、
正
定
聚
の
機
が
成
就
す
る
の
で
あ
る
。
第
十
一 
願
を
必
至
滅
度
の
願
と
解
さ
れ
た
根
拠
は
、
第
十
一
願
・
第
十
七
願
・
第
十
八
願
の
そ
れ
ぞ
れ
の
成
就
文
に
立
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
殊 
に
第
十
八
願
成
就
の
文
よ
り
第
十
一
願
成
就
文
を
見
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
第
十
八
願
の
本
願
成
就
の
教
説
に
立
っ
て
第
十
一
願
を
見
た 
と
き
、
初
め
て
そ
れ
が
住
正
定
聚
の
願
で
あ
る
よ
り
も
、
必
至
滅
度
の
願
で
あ
り
、
証
大
涅
槃
の
願
で
あ
る
と
い
う
意
味
を
深
々
と
証
知 
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ど
う
し
て
で
あ
る
か
と
い
え
ば
、
第
十
八
・
至
心
信
楽
の
願
成
就
文
に
「
願
生
彼
国 
即
得
往
生 
住
不
退 
転
」
と
教
説
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
「
即
得
」
の
「
即
」
が
如
何
な
る
意
味
で
あ
る
か
を
、
親
鸞
は
厳
密
に
推
究
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。 
「聞
其
名
号 
信
心
歓
喜 
乃
至
一
念
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
願
の
名
号
に
開
か
れ
る
信
、
如
来
の
願
心
の
回
向
成
就
と
し
て 
の
信
心
で
あ
る
か
ら
、
往
生
は
「
即
得
」
で
あ
る
と
、
親
鸞
は
尋
ね
当
て
た
の
で
あ
る
。
「
信
心
を
う
れ
ば
す
な
わ
ち
往
生
す
と
い
う
」 
(
『唯
信
鈔
文
意
』
聖
典
』
五
四
九
—
五
〇
頁)
と
い
わ
れ
、
ま
た
「信
心
の
さ
だ
ま
る
と
き
、
往
生
ま
た
さ
だ
ま
る
な
り
」(
『末
燈
鈔
』
・
 
『聖
典
』
六
〇
〇
頁)
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
信
心
決
定
の
と
き
「
即
」
に
正
定
聚
不
退
の
位
に
住
す
る
の
で
あ
る
。
本
願
成
就
の
教
説
に 
立
て
ば
、
正
定
聚
は
、
単
純
に
浄
土
の
徳
で
は
な
く
、
む
し
ろ
信
心
の
徳
な
の
で
あ
る
。
信
心
の
功
徳
と
し
て
住
正
定
聚
を
領
解
す
る
、
 
そ
れ
が
現
生
正
定
聚
と
い
う
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。
往
相
回
向
の
心
行
を
獲
れ
ば
、
即
の
時
に
大
乗
正
定
聚
の
数
に
入
る
な
り
。
正
定
聚
に
住
す
る
が
ゆ
え
に
、
必
ず
滅
度
に
至
る
。
(
「
証
巻
」
・
『聖
典
』
二
八
〇
頁)
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「往
相
回
向
の
心
行
」
す
な
わ
ち
本
願
の
名
号
に
帰
す
る
一
心
帰
命
の
信
、
さ
ら
に
厳
密
に
い
え
ば
、
本
願
の
名
号
の
顕
現
と
し
て
の 
信
に
お
い
て
、
「
即
の
時
に
大
乗
正
定
聚
の
数
に
入
る
」
の
で
あ
る
。
「
数
」
と
は
、
浄
土
の
大
会
衆
の
数
に
加
え
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で 
あ
り
、
浄
土
の
人
民
と
し
て
の
「
く
ら
い
」
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
ら
衆
生
か
ら
求
め
た
も
の
は
邪
定
聚
で
あ
り
不 
定
聚
で
あ
る
。
如
来
か
ら
施
与
さ
れ
た
新
た
な
る
生
が
正
定
聚
で
あ
る
。
正
定
聚
の
く
ら
い
に
つ
き
さ
だ
ま
る
を
、
往
生
を
う
と
は
の
た
ま
え
る
な
り
。 
(
『
一
念
多
念
文
意
』
・
『聖
典
』
五
三
五
頁) 
す
な
わ
ち
往
生
す
と
の
た
ま
え
る
は
、
正
定
聚
の
く
ら
い
に
さ
だ
ま
る
を
、
不
退
転
に
住
す
と
は
の
た
ま
え
る
な
り
。
こ
の
く
ら
い 
に
さ
だ
ま
り
ぬ
れ
ば
、
か
な
ら
ず
無
上
大
涅
槃
に
い
た
る
べ
き
身
と
な
る
が
ゆ
え
に
、
等
正
覚
を
な
る
と
も
と
き
、
阿
毘
抜
致
に
い 
た
る
と
も
、
阿
惟
越
致
に
い
た
る
と
も
、
と
き
た
ま
う
。
即
時
入
必
定
と
も
も
う
す
な
り
。 
(
『同
』
聖
典
』
五
三
六
頁) 
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
往
生
と
は
、
親
鸞
に
お
い
て
は
、
何
の
議
論
の
余
地
も
な
く
、
本
願
の
行
信
に
開
か
れ
る
全
く
新
し
い
生
の
始
ま 
り
で
あ
る
。
住
正
定
聚
の
と
こ
ろ
に
無
上
涅
槃
に
立
っ
て
生
き
る
、
滅
度
涅
槃
に
究
竟
す
る
生
の
始
ま
り
を
意
味
す
る
。
親
鸞
は
、
『大 
経
』
に
教
説
さ
れ
る
難
思
議
往
生
、
す
な
わ
ち
真
実
報
土
の
往
生
を
、
現
生
正
定
聚
・
必
至
滅
度
と
し
て
内
容
づ
け
、
往
生
を
単
に
往
生 
浄
土
と
し
て
語
る
よ
り
も
、
は
る
か
に
力
を
込
め
て
現
生
正
定
聚
・
必
至
滅
度
・
証
大
涅
槃
と
し
て
語
り
続
け
る
親
鸞
の
意
趣
に
、
わ
れ 
わ
れ
は
甚
深
の
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。
五
そ
れ
で
は
、
住
正
定
聚
の
と
こ
ろ
に
無
上
涅
槃
の
功
徳
が
自
証
さ
れ
、
無
上
涅
槃
に
立
っ
て
生
き
る
生
の
始
ま
り
で
あ
る
と
い
う
と
き
、
 
そ
の
無
上
涅
槃
の
功
徳
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
一
言
に
し
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
如
来
自
証
の
浄
土
の
功
徳
で
あ
る
。
親
鸞
は
、
「真
仏
土
巻
」
の
最
初
に
、
謹
ん
で
真
仏
土
を
案
ず
れ
ば
、
仏
は
す
な
わ
ち
こ
れ
不
可
思
議
光
如
来
な
り
、
土
は
ま
た
こ
れ
無
量
光
明
土
な
り
。
し
か
れ
ば
す
な
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わ
ち
大
悲
の
誓
願
に
酬
報
す
る
が
ゆ
え
に
、
真
の
報
仏
土
と
日
う
な
り
。
す
で
に
し
て
願
い
ま
す
、
す
な
わ
ち
光
明
・
寿
命
の
願
こ 
れ
な
り
。 
(
『聖
典
』
三
〇
〇
頁) 
と
い
っ
て
、
仏
身
も
仏
土
も
と
も
に
「光
明
」
を
も
っ
て
了
解
さ
れ
て
い
る
。
「
不
可
思
議
光
如
来
」
「
無
量
光
明
土
」
と
い
っ
て
、
仏 
身
・
仏
土
と
も
に
光
明
を
も
っ
て
讃
嘆
し
顕
揚
さ
れ
て
い
る
。
古
来
身
土
不
二
と
い
わ
れ
て
、
仏
身
と
仏
土
、
如
来
と
浄
土
は
決
し
て 
別
々
の
範
疇
で
は
な
く
、
ー
ー
に
し
て
ー
で
あ
っ
て
不
可
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
不
可
思
議
光
如
来
に
帰
命
す
る
信
は
、
そ
の
ま
ま
無
量 
光
明
土
を
見
出
し
た
自
覚
に
他
な
ら
な
い
。
無
量
光
明
土
は
無
上
涅
槃
の
世
界
で
あ
り
、
如
来
の
智
慧
の
光
り
輝
く
限
り
な
き
光
明
の
世 
界
で
あ
る
。
「涅
槃
界
」
と
い
う
は
、
無
明
の
ま
ど
い
を
ひ
る
が
え
し
て
、
無
上
涅
槃
の
さ
と
り
を
ひ
ら
く
な
り
。
「
界
」
は
、
さ
か
い
と
い
う
。 
さ
と
り
を
ひ
ら
く
さ
か
い
な
り
。 
(
『唯
信
鈔
文
意
』
・
『聖
典
』
五
五
三
頁) 
浄
土
は
無
上
涅
槃
の
世
界
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
わ
れ
ら
衆
生
の
「
無
明
の
ま
ど
い
を
ひ
る
が
え
し
て
」
「
ひ
ら
く
」
「
さ
と
り
」
の
「
さ 
か
い
」
で
あ
る
。
し
か
し
浄
土
は
、
無
上
涅
槃
の
世
界
で
あ
る
が
、
真
実
功
徳
を
体
と
す
る
如
来
自
身
の
は
た
ら
き
と
決
し
て
別
な
る
世 
界
で
は
な
い
。
帰
命
尽
十
方
無
碍
光
如
来
と
い
う
本
願
の
行
信
は
、
尽
十
方
無
碍
光
如
来
に
帰
命
す
と
い
う
信
に
、
本
願
酬
報
の
土
で
あ 
る
真
実
報
土
が
自
証
さ
れ
開
示
さ
れ
た
自
覚
な
の
で
あ
る
。
尽
十
方
無
碍
光
如
来
に
帰
命
し
た
信
は
、
「無
明
の
ま
ど
い
を
ひ
る
が
え
し
」
、
 
い
わ
ば
無
明
が
摧
破
さ
れ
た
自
覚
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
同
時
に
、
尽
十
方
無
碍
光
と
い
う
無
量
光
明
土
が
開
き
示
さ
れ
た
自
覚
で
も
あ 
る
。
親
鸞
に
お
い
て
真
実
の
浄
土
と
は
、
帰
命
尽
十
方
無
碍
光
如
来
の
信
に
自
証
さ
れ
る
尽
十
方
無
碍
光
の
世
界
で
あ
り
、
無
量
の
光
明 
土
で
あ
る
。
如
来
の
自
内
証
の
世
界
で
あ
る
無
上
涅
槃
の
功
徳
が
、
「
如
来
の
願
心
の
回
向
成
就
」
で
あ
る
本
願
の
行
信
に
お
い
て
、
真
如
一
実
の 
功
徳
と
し
て
わ
が
身
の
上
に
い
き
い
き
と
現
前
し
現
成
す
る
事
実
を
、
親
鸞
は
き
わ
め
て
深
い
確
信
と
感
動
を
も
っ
て
表
白
さ
れ
て
い
る
。 
例
え
ば
、
如
来
の
不
虚
作
住
持
功
徳
の
教
説
の
意
義
を
尋
ね
る
な
か
で
、
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よ
く
本
願
力
を
信
楽
す
る
人
は
、
す
み
や
か
に
と
く
功
徳
の
大
宝
海
を
信
ず
る
人
の
、
そ
の
み
に
満
足
せ
し
む
る
な
り
。
如
来
の
功 
徳
の
き
わ
な
く
ひ
ろ
く
お
お
き
に
、
へ
だ
て
な
き
こ
と
を
大
海
の
み
ず
の
へ
だ
て
な
く
み
ち
み
て
る
が
ご
と
し
と
、
た
と
え
た
て
ま 
つ
る
な
り
。 
(
『尊
号
真
像
銘
文
』
傍
点
筆
者
・
『聖
典
』
五
一
九
頁) 
し
か
れ
ば
、
金
剛
心
の
ひ
と
は
、
し
ら
ず
、
も
と
め
ざ
る
に
、
功
徳
の
大
宝
、
そ
の
み
に
み
ち
み
つ
が
ゆ
え
に
、
大
宝
海
と
た
と
え 
た
る
な
り
。 
(
『
一
念
多
念
文
意
』
傍
点
筆
者
・
『聖
典
』
五
四
四
頁) 
と
い
い
、
ま
た
住
正
定
聚
の
人
に
開
か
れ
る
功
徳
を
尋
ね
て
、
安
楽
浄
土
の
不
可
称
・
不
可
説
・
不
可
思
議
の
徳
を
、
も
と
め
ず
し
ら
ざ
る
に
、
信
ず
る
人
に
え
し
む
と
し
る
べ
し
と
な
り
。(
中 
略)
念
仏
の
人
は
無
上
涅
槃
に
い
た
る
こ
と
、
弥
勒
に
お
な
じ
き
ひ
と
と
も
う
す
な
り
。 
(
『同
』
傍
点
筆
者
・
『聖
典
』
五
三
七
頁) 
如
来
の
本
願
を
信
じ
て
一
念
す
る
に
、
か
な
ら
ず
、
も
と
め
ざ
る
に
無
上
の
功
徳
を
え
し
め
、
し
ら
ざ
る
に
広
大
の
利
益
を
う
る
な 
り
。 
(
『同
』
傍
点
筆
者
・
『聖
典
』
五
三
九
頁) 
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
願
の
行
信
の
自
覚
的
な
表
白
で
あ
る
「
帰
命
尽
十
方
無
碍
光
如
来
」
、
こ
の
行
信
が
、
行
・
信
と
も
に
如
来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成 
就
で
あ
る
か
ら
、
名
号
は
本
願
成
就
の
「
至
徳
の
尊
号
」
と
仰
が
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
尊
号
の
も
つ
「真
如
一
実
の
功
徳
宝
海
」
を
行 
信
に
帰
し
た
人
、
す
な
わ
ち
「金
剛
心
の
ひ
と
」
の
上
に
、
「
す
み
や
か
に
と
く
」
「
か
な
ら
ず
、
も
と
め
ざ
る
に
無
上
の
功
徳
」
を
極
速 
円
満
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
、
本
願
の
も
つ
最
も
根
源
的
で
積
極
的
な
力
用
を
「
誓
願
不
思
議
」
と
言
い
表
さ
れ
た
よ
う
に
、
名 
号
の
も
っ
こ
の
よ
う
な
根
源
的
で
積
極
的
な
不
可
思
議
の
は
た
ら
き
を
「名
号
不
思
議
」
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
誓
願
不
思
議
・
名
号 
不
思
議
と
い
う
と
き
の
「
不
思
議
」
と
は
、
た
だ
凡
夫
の
心
が
及
ば
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
本
願
の
名
号
を
信
ず
る
一
念
に
、
 
そ
の
信
心
の
行
人
の
上
に
如
来
と
如
来
自
証
の
無
上
涅
槃
の
世
界
が
極
速
に
円
満
せ
し
め
ら
れ
る
事
実
を
言
い
当
て
た
表
現
な
の
で
あ
る
。
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正
定
聚
に
住
し
て
無
上
涅
槃
に
究
竟
す
る
生
を
生
き
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
親
鸞
は
、
「
正
定
聚
に
住
す
る
が
ゆ
え
に
、
 
必
ず
滅
度
に
至
る
」
と
い
い
、
或
は
「煩
悩
を
具
足
し
な
が
ら
、
無
上
大
涅
槃
に
い
た
る
」
と
、
深
い
確
信
を
も
っ
て
断
言
さ
れ
た
の
で 
あ
る
。
本
願
の
行
信
を
大
地
と
し
て
実
現
す
る
生
、
す
な
わ
ち
正
定
聚
の
機
と
転
成
さ
れ
た
生
は
、
如
来
の
大
悲
往
還
の
回
向
に
開
か
れ
た
生 
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
生
は
自
ず
か
ら
、
一
心
願
生
の
仏
道
を
歩
み
生
き
よ
う
と
す
る
強
靱
な
意
欲
を
生
む
の
で
あ
る
。
か
つ
て
世
親
が 
「帰
命
尽
十
方
無
碍
光
如
来
」
と
帰
命
の
信
を
告
白
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
一
心
帰
命
の
信
は
、
自
ず
か
ら
、
 
普
く
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
と
共
に
、
安
楽
国
に
往
生
せ
ん
。 
(
『浄
土
論
』
・
『聖
典
』
一
三
ハ
頁) 
と
、
一
心
願
生
の
仏
道
に
立
た
れ
た
と
同
じ
よ
う
に
、
願
生
浄
土
の
仏
道
を
生
き
よ
う
と
す
る
意
欲
と
情
熱
を
生
む
の
で
あ
る
。
本
願
の 
行
信
は
、
た
だ
一
心
帰
命
の
信
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
帰
命
の
信
は
必
ず
や
願
生
の
信
と
し
て
展
開
し
相
続
す
る
も
の
で
あ
る
。 
「
願
生
」
と
は
、
文
字
通
り
如
来
の
本
願
を
生
き
る
、
如
来
の
願
心
を
自
証
す
る
が
ゆ
え
に
、
如
来
の
願
心
を
行
証
せ
ん
と
す
る
意
欲
で 
あ
る
。
願
生
の
信
と
は
、
帰
命
の
信
に
自
証
さ
れ
た
浄
土
の
功
徳
を
、
こ
の
穢
土
の
直
中
で
最
も
主
体
的
に
生
き
、
力
を
尽
く
し
身
を
挙 
げ
て
行
証
し
よ
う
と
す
る
意
欲
で
あ
る
。
何
故
か
と
い
え
ば
、
信
心
に
自
証
さ
れ
る
如
来
の
願
心
は
、
「
設
我
得
仏
十
方
衆
生
」
と
十 
方
の
衆
生
を
喚
び
か
け
て
、
「
至
心
信
楽 
欲
生
我
国 
乃
至
十
念
」
と
招
喚
し
、
「
若
不
生
者 
不
取
正
覚
」
と
誓
い
続
け
る
久
遠
の
願 
心
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
願
心
は
、
法
蔵
菩
薩
に
お
い
て
発
願
さ
れ
誓
わ
れ
て
い
る
、
ま
さ
に
大
悲
の
願
心
で
あ
っ
た
。
い
ま
、
そ
の 
大
悲
の
誓
願
に
覚
醒
さ
れ
た
帰
命
の
信
は
、
自
ず
か
ら
そ
の
願
心
を
身
の
す
べ
て
を
挙
げ
て
行
証
し
よ
う
と
す
る
意
欲
に
生
き
る
も
の
と 
な
る
か
ら
で
あ
る
。
帰
命
の
信
は
、
こ
の
よ
う
に
必
然
的
に
願
生
の
信
と
し
て
展
開
し
相
続
し
て
止
ま
な
い
の
で
あ
る
。
一
心
帰
命
の
信 
に
信
心
の
自
覚
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
一
心
願
生
の
信
に
、
そ
の
能
動
性
が
あ
る
と
い
え
る
。
信
心
の
も
っ
こ
の
よ
う
な
能
動
性
・
力
動
性
に
注
目
す
る
と
き
、
大
悲
往
還
の
回
向
に
開
か
れ
る
行
信
の
仏
道
は
、
必
然
的
に
行
証
の 
仏
道
と
し
て
、
本
願
の
行
証
道
と
し
て
の
積
極
的
な
意
義
を
内
に
蔵
し
て
い
る
と
い
え
る
。
行
証
と
し
て
の
能
動
性
を
も
た
な
い
行
信
は
、
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主
観
的
で
観
念
的
で
あ
っ
て
、
真
実
の
仏
道
と
は
い
え
な
い
。
親
鸞
が
「
信
巻
」
で
『大
悲
経
』
の
文
を
引
用
し
て
、
信
心
の
行
人
を 
「大
悲
を
行
ず
る
人
」(
『聖
典
』
二
四
七
頁)
と
い
い
、
ま
た
現
生
十
種
の
益
で
「常
行
大
悲
の
益
」(
『聖
典
』
二
四
一
頁)
と
い
い
、
さ
ら 
に
真
仏
弟
子
釈
で
「金
剛
心
の
行
人
」(
『聖
典
』
二
四
五
頁)
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、
す
べ
て
一
心
願
生
の
仏
道
、
す
な
わ
ち
行
証
の
仏 
道
に
目
覚
め
立
っ
た
信
心
の
行
人
を
言
い
当
て
た
言
葉
で
あ
ろ
う
。
「大
悲
を
行
ず
る
人
」
と
か
「金
剛
心
の
行
人
」
と
い
う
と
き
の 
「行
人
」
と
は
、
文
字
通
り
、
如
来
の
大
悲
願
心
に
深
々
と
帰
し
、
帰
し
た
か
ら
こ
そ
そ
の
願
心
を
身
の
す
べ
て
を
挙
げ
て
行
証
し
て
い 
る
人
を
意
味
す
る
。
し
か
も
「普
く
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
と
共
に
、
安
楽
国
に
往
生
せ
ん
」
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
と
共
に 
生
き
ん
と
い
う
、
願
生
浄
土
の
自
覚
道
に
生
き
る
人
を
意
味
し
て
い
る
。
信
心
は
、
そ
れ
が
本
願
の
名
号
に
覚
醒
さ
れ
た
信
で
あ
り
、
本
願
の
名
号
の
顕
現
と
し
て
の
信
で
あ
る
か
ぎ
り
、
必
ず
行
信
か
ら
行
証 
へ
と
い
う
能
動
性
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
如
来
の
大
悲
心
を
行
証
す
る
人
、
す
な
わ
ち
「金
剛
心
の
行
人
」
を
生
む
の
で
あ
る
。
本
願
の 
名
号
に
開
か
れ
る
行
信
の
仏
道
は
、
実
は
願
生
浄
土
の
自
覚
道
な
の
で
あ
る
。
生
死
無
明
海
に
流
転
し
つ
づ
け
る
わ
れ
ら
衆
生
の
虚
妄
の 
生
を
転
じ
て
、
願
生
浄
土
の
一
無
碍
道
に
立
た
し
め
る
如
来
の
回
向
、
そ
れ
が
大
悲
往
還
の
二
種
回
向
で
あ
り
、
二
種
の
回
向
に
開
か
れ 
る
本
願
の
行
信
で
あ
る
。
そ
の
行
信
が
、
い
ま
や
行
証
と
し
て
能
動
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
ー
心
願
生
す
る
信
、
す
な
わ
ち
普
く
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
と
共
に
本
願
を
生
き
ん
と
す
る
意
欲
を
生
ん
で
止
ま 
な
い
行
信
・
行
証
の
仏
道
は
、
法
然
が
興
隆
さ
れ
た
念
仏
往
生
な
い
し
は
往
生
浄
土
の
仏
道
の
、
親
鸞
に
お
け
る
た
し
か
な
継
承
で
あ
る 
が
、
し
か
し
そ
の
仏
道
理
解
を
は
る
か
に
超
え
る
視
点
の
あ
る
こ
と
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
「
よ
き
ひ
と
の
お 
お
せ
を
か
ぶ
り
て
、
信
ず
る
ほ
か
に
別
の
子
細
な
き
な
り
」(
『歎
異
抄
』
聖
典
』
六
二
七
頁)
と
い
い
つ
づ
け
る
親
鸞
に
と
っ
て
、
法
然 
興
隆
の
念
仏
往
生
、
往
生
浄
土
の
仏
道
が
た
し
か
に
「浄
土
の
真
宗
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
親
鸞
が
い
ま
自
覚
的
に
目
覚
め
立
っ
た
本
願 
の
行
信
・
行
証
の
仏
道
は
、
法
然
の
仏
道
理
解
を
継
承
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
一
層
根
源
化
し
、
よ
り
積
極
的
に
願
生
浄
土
の
仏
道
と
捉
え 
て
い
る
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
親
鸞
が
開
顕
し
顕
揚
さ
れ
た
「
浄
土
真
宗
」
は
、
往
生
浄
土
の
仏
道
で
あ
る
に
止
ま
ら
ず
、
よ
19
り
積
極
的
に
願
生
浄
土
の
仏
道
で
あ
る
、
と
了
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
一
切
苦
悩
の
衆
生
海
を
悲
憫
し
」(
「信
巻
」
・
『聖
典
』
ニ
ニ
五
頁)
「
悲
憐
し
」(
「同
」
二
聖
典
』
ニ
ニ
ハ
頁)
「矜
哀
し
」(
「同
」
二
聖
典
』
 
二
三
二
頁)
つ
づ
け
る
如
来
の
大
悲
願
心
の
回
向
成
就
、
そ
れ
が
帰
命
の
信
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
信
心
は
大
悲
願
心
に
相
応
し
よ
う
と
す 
る
行
証
の
意
欲
に
促
さ
れ
て
、
「普
く
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
と
共
に
」
と
い
う
「共
に
」
の
志
願
に
立
っ
て
、
安
楽
浄
土
を
生
き
る
人
と
な 
る
の
で
あ
る
。
大
悲
願
心
の
回
向
成
就
、
本
願
の
名
号
の
顕
現
と
し
て
の
信
に
お
い
て
、
一
切
苦
悩
の
群
生
海
を
「
わ
れ
ら
」
と
自
覚
し 
て
、
「
共
に
」
本
願
成
就
の
安
楽
国
に
生
き
ん
と
意
欲
し
て
、
願
生
浄
土
の
自
覚
道
を
歩
む
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「大 
悲
を
行
ず
る
人
」
「金
剛
心
の
行
人
」
を
生
み
出
す
仏
道
が
、
本
願
の
行
信
の
一
道
で
あ
り
、
本
願
の
行
信
道
が
、
こ
の
よ
う
な
願
生
浄 
土
の
自
覚
道
と
し
て
の
実
質
が
確
証
さ
れ
た
と
き
、
親
鸞
は
「浄
土
真
宗
は
大
乗
の
な
か
の
至
極
な
り
」(
『末
燈
鈔
』
・
『聖
典
』
六
〇
一
頁) 
と
言
い
切
っ
て
、
群
萌
に
開
か
れ
た
唯
一
の
大
乗
の
自
覚
道
で
あ
る
、
と
顕
揚
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
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